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1. 平成27年3月期第2四半期の業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 2,060 20.8 19 ― 17 ― 115 37.4
26年3月期第2四半期 1,705 △10.9 △99 ― △83 ― 84 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 29.95 ―
26年3月期第2四半期 21.79 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 4,474 1,585 35.4 410.54
26年3月期 4,450 1,524 34.3 394.68
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 1,585百万円 26年3月期 1,524百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成27年 3月期の業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,920 ― 45 ― 36 ― 135 ― 34.95



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 4,605,760 株 26年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 744,089 株 26年3月期 743,160 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 3,862,202 株 26年3月期2Q 3,863,639 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府日銀による経済政策や金融政策の効果により、緩やかな景気

回復が続いております。一方、エネルギー輸入の増加と円安による貿易赤字の増大、需給ギャップの解消と人手不

足による成長鈍化、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や、海外における政情不安等の懸念材料など、先

行きは依然として不透明な状況であります。

 このような環境下、当社は、デジタル家電のシェア低下が進むエレクトロニクス分野から自動車分野、医療分

野、食品容器分野へシフトしてまいりました。また、当社独自技術「RHCM(高速ヒートサイクル成形）技術」を主

軸とする高い技術力を武器に営業を積極展開してまいりました。コスト削減策については、生産性の継続的な改善

に努め、ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環境）活動などにより損益分岐点の引き下げを推進してまいりました。

 このような取り組みにより、当第２四半期累計期間の売上高は20億60百万円（前年同四半期比20.8％増）、収支

は営業利益19百万円（前年同四半期は営業損失99百万円）、経常利益17百万円（前年同四半期は経常損失83百万

円）、四半期純利益は投資有価証券売却益１億８百万円の計上も寄与し、１億15百万円（前年同四半期比37.4％

増）となりました。

 各セグメントの状況は次のとおりです。

 

① 成形品セグメント

 本セグメントは、家電、自動車、エレクトロニクス、医療・食品・その他分野の部品もしくは完成品を受注生

産・販売するセグメントです。

 当第２四半期累計期間における売上高は、家電部品は消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動から大幅に減

少いたしました。自動車部品は、前期に量産を開始した自動車内・外装品が順調に推移したこと及び新規受注によ

り、売上高は大幅に増加いたしました。その他分野における食品容器は、既存製品の販売不振により減少いたしま

した。その他分野における医療機器部品及び遊戯部品は、既存品、新製品ともに順調に推移し、売上高は大幅に増

加いたしました。

 この結果、本セグメントの売上高は18億82百万円（前年同四半期比17.8％増）、セグメント利益は１億54百万円

（前年同四半期比123.8％増）となりました。

 

② 金型・技術セグメント

 本セグメントは、金型売上及び当社独自のRHCM技術を供与したライセンス収入や、顧客の要望により海外で生産

委託した売上からのコミッション収入、RHCM成形用の機械装置など技術資源を源としたセグメントです。

 当第２四半期累計期間における売上高については、金型売上は自動車分野向け、その他分野向けに新規受注した

ことにより、大幅に増加いたしました。技術ロイヤリティ収入は、一部の客先において、ライセンス契約の期間満

了により減少いたしました。

 この結果、本セグメントの売上高は１億78百万円（前年同四半期比66.3％増）、セグメント利益は26百万円（前

年同四半期比154.4％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期会計期間末の資産合計は、44億74百万円となり、前事業年度末に比べ24百万円増加しました。この

主な要因は、投資有価証券の減少１億21百万円があったものの、現金及び預金が１億43百万円増加したこと等によ

るものです。

 負債合計は、28億89百万円となり、前事業年度末に比べ36百万円減少しました。この主な要因は、固定負債その

他が30百万円減少したこと等によるものです。

 純資産合計は、15億85百万円となり、前事業年度末に比べ60百万円増加しました。この主な要因は、その他有価

証券評価差額金の減少54百万円があったものの、利益剰余金が１億15百万円増加したこと等によるものです。
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② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ１億43

百万円増加し、13億40百万円となりました。

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 投資有価証券売却益１億８百万円、売上債権の増加72百万円等の減少要因があったものの、税引前四半期純利益

１億26百万円、減価償却費77百万円、その他29百万円等の増加要因により、当第２四半期累計期間において営業活

動の結果得られた資金は56百万円（前年同四半期は１億90百万円の支出）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 有形固定資産の取得による支出45百万円等の減少要因があったものの、投資有価証券の売却による収入１億46百

万円等の増加要因により、当第２四半期累計期間において投資活動の結果得られた資金は１億円（前年同四半期は

16百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 短期借入金の増加50百万円、長期借入れによる収入１億円の増加要因があったものの、長期借入金の返済による

支出１億65百万円等の減少要因により、当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は15百万円

（前年同四半期は２億64百万円の支出）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2015年３月期第２四半期（累計）及び2015年３月期通期の業績予想につきましては、2014年８月11日に公表しま

した業績予想から変更しております。詳細につきましては、本日（2014年11月10日）公表の「業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しております。

 当第２四半期累計期間においては、営業利益を計上いたしました。しかしながら、本格的な業績回復には至ってい

ないため、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しておりま

す。

 なお、継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「４．四半期財務諸表 （４）四半期財

務諸表に関する注記事項 （継続企業の前提に関する注記）」をご覧ください。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(2014年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,196,549 1,340,542 

受取手形及び売掛金 1,010,550 1,082,963 

商品及び製品 125,974 117,021 

仕掛品 65,899 88,676 

原材料及び貯蔵品 99,650 83,574 

その他 32,042 24,084 

貸倒引当金 △41,941 △44,842 

流動資産合計 2,488,725 2,692,019 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 866,457 839,264 

機械及び装置（純額） 197,299 164,636 

土地 249,342 249,342 

その他（純額） 73,137 69,462 

有形固定資産合計 1,386,236 1,322,705 

無形固定資産 5,542 6,188 

投資その他の資産    

投資有価証券 138,337 16,651 

破産更生債権等 2,893 2,893 

投資不動産（純額） 237,496 237,221 

保険積立金 164,190 170,430 

その他 29,752 29,671 

貸倒引当金 △2,893 △2,893 

投資その他の資産合計 569,777 453,975 

固定資産合計 1,961,556 1,782,869 

資産合計 4,450,281 4,474,888 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2014年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(2014年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 733,867 726,398 

短期借入金 1,295,000 1,345,000 

1年内返済予定の長期借入金 288,610 224,406 

未払法人税等 6,341 12,319 

賞与引当金 － 18,000 

その他 123,499 123,613 

流動負債合計 2,447,317 2,449,736 

固定負債    

長期借入金 309,365 307,787 

退職給付引当金 72,993 63,671 

役員退職慰労引当金 52,486 55,428 

その他 43,611 12,882 

固定負債合計 478,456 439,770 

負債合計 2,925,774 2,889,507 

純資産の部    

株主資本    

資本金 595,916 595,916 

資本剰余金 744,503 744,503 

利益剰余金 425,033 540,712 

自己株式 △298,079 △298,219 

株主資本合計 1,467,373 1,582,912 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 57,134 2,469 

評価・換算差額等合計 57,134 2,469 

純資産合計 1,524,507 1,585,381 

負債純資産合計 4,450,281 4,474,888 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年９月30日) 

売上高 1,705,458 2,060,891 

売上原価 1,626,159 1,880,180 

売上総利益 79,299 180,710 

販売費及び一般管理費 178,591 161,686 

営業利益又は営業損失（△） △99,292 19,024 

営業外収益    

受取利息 181 178 

受取配当金 29,670 2,960 

受取賃貸料 8,071 8,192 

その他 5,083 7,297 

営業外収益合計 43,006 18,628 

営業外費用    

支払利息 21,991 16,822 

その他 5,652 3,092 

営業外費用合計 27,643 19,914 

経常利益又は経常損失（△） △83,929 17,737 

特別利益    

固定資産売却益 － 557 

投資有価証券売却益 － 108,001 

関係会社株式売却益 170,177 － 

特別利益合計 170,177 108,559 

特別損失    

固定資産除却損 232 37 

特別損失合計 232 37 

税引前四半期純利益 86,015 126,259 

法人税、住民税及び事業税 1,813 10,581 

法人税等合計 1,813 10,581 

四半期純利益 84,201 115,678 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2013年４月１日 
 至 2013年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2014年４月１日 

 至 2014年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 86,015 126,259 

減価償却費 87,370 77,414 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,233 2,901 

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,000 18,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △12,503 △9,321 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,942 2,942 

受取利息及び受取配当金 △29,851 △3,138 

支払利息 21,991 16,822 

固定資産除売却損益（△は益） 232 △520 

投資有価証券売却損益（△は益） － △108,001 

関係会社株式売却損益（△は益） △170,177 － 

売上債権の増減額（△は増加） △183,431 △72,412 

たな卸資産の増減額（△は増加） △63,701 2,252 

破産更生債権等の増減額（△は増加） 15 － 

仕入債務の増減額（△は減少） 62,496 △7,468 

その他 △13,272 29,994 

小計 △195,640 75,722 

利息及び配当金の受取額 29,869 3,137 

利息の支払額 △22,034 △16,886 

法人税等の支払額 △2,780 △5,049 

営業活動によるキャッシュ・フロー △190,586 56,924 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △14,721 △45,191 

有形固定資産の売却による収入 － 557 

投資有価証券の取得による支出 △1,236 △1,251 

投資有価証券の売却による収入 － 146,345 

その他 △619 △85 

投資活動によるキャッシュ・フロー △16,576 100,373 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 50,000 

長期借入れによる収入 50,000 100,000 

長期借入金の返済による支出 △514,919 △165,782 

自己株式の取得による支出 △18 △139 

財務活動によるキャッシュ・フロー △264,937 △15,921 

現金及び現金同等物に係る換算差額 605 2,614 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △471,494 143,992 

現金及び現金同等物の期首残高 1,379,461 1,196,549 

現金及び現金同等物の四半期末残高 907,966 1,340,542 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 当社は、前事業年度において、営業損失110百万円を計上しております。また、関係会社株式売却益170百万円を

特別利益に計上したことから、当期純利益95百万円を計上しております。 

 当第２四半期累計期間においては、営業利益19百万円、四半期純利益115百万円を計上いたしました。しかしなが

ら、本格的な業績の回復を確認できるまでには至っていないことから、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に

重要な疑義を生じさせるような状況が存在しているものと認識しております。 

 当社は、当該状況を解消、改善すべく、収益力向上及び財務体質強化を図り、安定した経営基盤を築くために、

以下の対応策を講じ、実施しております。 

１．収益性の改善 

 (1)製造コストの低減 
   製品の生産工程の効率化を進めることにより、歩留りの向上を図り、製造原価の低減を実施しております。

また、ＱＭＳ（品質）、ＥＭＳ（環境）活動などにより、損益分岐点の引下げを進めております。 
 (2)販売戦略の再構築 
   主要顧客を、海外生産に移行したエレクトロニクス業界から、国内に生産拠点を置く自動車、医療・食品・

その他分野へシフトしてまいりました。同分野を中心に当社の独自技術と開発力を活かし、新規顧客の開拓、
新製品の受注に努めております。 

２．資金繰りについて 
 金融機関との連携 
   当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持してお

り、継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。また、有事の
資金調達の手段として、2014年４月にメインバンクである株式会社みずほ銀行との間で、100百万円のコミット
メントライン契約を締結しました。 

 
 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、これらの施策は、受注動向や経済環境に左右されること
から、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 
 なお、当社の四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影
響を四半期財務諸表に反映しておりません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 Ⅰ 前第２四半期累計期間（自2013年４月１日 至2013年９月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算書 
計上額（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 1,598,171 107,286 － 1,705,458 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 1,598,171 107,286 － 1,705,458 

セグメント利益 68,819 10,480 － 79,299 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 
 Ⅱ 当第２四半期累計期間（自2014年４月１日 至2014年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算書 
計上額（注） 

売上高        

外部顧客への売上高 1,882,463 178,427 － 2,060,891 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 1,882,463 178,427 － 2,060,891 

セグメント利益 154,047 26,663 － 180,710 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

- 8 -

小野産業㈱(7858)　平成27年３月期　第２四半期決算短信(非連結)


	サマリー1110
	短信本文1107

